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表紙の写真1

発行稼式会社案繋公報社一

金鉱石標本

表紙の写真は古くから著名な金山で知られる宮城県気仙沼市鹿折鉱山

産の拳大の金鉱石標本で黄金色の大部分力茎自然金で乳白色の部分は

石英である.この標本はこのたびの地質調査所地質標本館完成にあた

って元燃料部長徳永重元氏から地質調査所に寄贈されたもので徳永

氏の御篤志に対し心から感謝の意を表わす次第である.関係者の1人

としてこの標本カ書近い将来地質標本館の展示室に安全に陳列展示さ

れ貴重ないろいろ匁標本カ三保存されるとともに地質標本館が標本の

研究展示および収蔵によって支えられることを願っている.

なおこの標本の由来については本文(16頁)に徳永瓦に“金塊によ

せて"と題して解説していただくことカミてきたので御参照願いたい.

(文･神戸信和写真･正井義郎)�


